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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

市民の意識や考え方を把握し、今後の市政に対する市民ニーズを明らかにするとともに、本市

で今後実施する施策の方向性など、さまざまな検討を行う際の基礎資料として活用するために、

調査を実施するものです。 

 

２ 調査対象 

市内に住んでいる 20歳以上の男女各 1,000人（計 2,000人）を年代別に均等に抽出 

 

３ 調査期間 

平成 27年７月 30日から平成 27年８月 12日 

 

４ 調査方法 

郵送による配布・回収 

 

５ 回収状況 

配 布 数 有効回収数 有効回収率 

2,000通 621通 31.1％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・回答は各質問の回答者数（Ｎ）を基数とした百分率（％）で示してあります。また、小数点

以下第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、回答者が全体に対してどのくらいの比率であるかという見方

になるため、回答比率の合計が 100.0％を超える場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計と単純集計

（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集計とは、複数項目の組

み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差して並べ、表やグラフを作成する

ことにより、その相互の関係を明らかにするための集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のものを  で網

かけをしています。（無回答を除く） 
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Ⅱ 調査結果 

（１）回答者属性 

問１ あなたの性別をお答えください。 

「男」の割合が 45.4％、「女」の割合が 54.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、50歳代以上で「男」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 

前回調査と比較すると、大きな変化はみられません。 

 

 

N =

621 45.4 54.3 0.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%45.4 54.3 0.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 無回答

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 50.7

46.6

47.9

38.0

40.3

41.1

47.9

53.4

52.1

62.0

59.7

58.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

621 42.7 56.5 0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問２ あなたの年齢は何歳ですか。 

「６０歳代」の割合が 23.5％と最も高く、次いで「７０歳以上」の割合が 23.2％、「５０歳代」

の割合が 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 

前回調査と比較すると、女性で「７０歳以上」の割合が増加しています。 

 

 

 

 

N =

621 9.0 12.4 12.7 19.2 23.5 23.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.0 12.4 12.7 19.2 23.5 23.2
0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代

６０歳代 ７０歳以上 無回答

N =

男 282

女 337 9.8

8.2

13.6

11.0

14.5

10.6

18.4

20.2

23.1

24.1

20.5

25.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 11.6

9.8

15.4

9.8

17.7

14.0

20.0

18.3

20.0

26.2

15.4

22.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問３ あなたの主たる職業を１つ選んでください。 

「会社・団体・公官庁など（常勤）」の割合が 34.1％と最も高く、次いで「無職」の割合が 17.1％、

「家事専業」の割合が 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「自営業（農・林・漁業）」「会社・団体・公官庁など（常勤）」

の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「パート・アルバイト」「家事専業」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代から５０歳代で「会社・団体・公官庁など（常勤）」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 9.0 4.5 34.1 14.3 14.8

2.1

17.1

3.2

0.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.0 4.5 34.1 14.3 14.8 2.1 17.1 3.20.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業（商工・サービス業、自由業） 自営業（農・林・漁業）

会社・団体・公官庁など（常勤） パート・アルバイト

家事専業 学生

無職 その他

無回答

N =

男 282

女 337 6.8

11.7

2.1

7.4

23.1

47.5

20.2

7.4

27.0

0.4

2.7

1.4

13.9

20.2

3.0

3.5

1.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 5.6

16.4

10.9

6.3

5.2

3.6

16.0

2.1

0.8

1.3

2.1

15.1

54.6

51.9

64.9

55.4

6.9

15.8

20.2

25.3

11.7

5.4

16.7

25.3

7.6

7.6

15.6

7.1 23.2

47.9

19.9

2.5

5.1

1.3

3.5

3.4

3.4

3.8

5.4

1.4

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたの結婚状況についてお答えください。 

「既婚（配偶者あり）」の割合が 76.0％と最も高く、次いで「未婚」の割合が 15.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「既婚（配偶者あり）」の割合が高くなっています。一方、男

性より女性で「既婚（配偶者なし）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、２０歳代で「未婚」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 15.9 76.0 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
15.9 76.0 8.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未婚 既婚（配偶者あり） 既婚（配偶者なし） 無回答

N =

男 282

女 337 13.9

18.1

73.0

79.8

13.1

2.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144

2.1

4.8

10.9

22.8

20.8

75.0

81.3

85.6

86.6

68.4

76.6

25.0

16.7

9.6

2.5

8.9

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337

49.4

26.1

4.9

18.1

25.0

17.2 27.4

1.8

1.4

16.5

6.5

2.4

2.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

49.426.1 4.918.1 25.017.2 27.4 1.8 1.416.56.5 2.42.80.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

勤め人（常勤） 勤め人（非常勤） 自営業（農業含む）

家事専業 学生 無職

その他 無回答



6 

問５ ２の既婚者の方にお聞きします。 

（１）夫婦の就業形態についてお答えください。 

「共働き」の割合が 46.6％と最も高く、次いで「どちらか（夫・妻）が働いている」の割合が

29.9％、「二人とも無職」の割合が 22.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、６０歳代、７０歳以上で「共働き」の割合が低くなっています。 

 

 

N =

472 46.6 29.9 22.2 1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.6 29.9 22.2 1.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

共働き どちらか（夫・妻）が働いている 二人とも無職 無回答

N =

男 225

女 246 45.1

48.4

29.7

30.2

23.6

20.4

1.6

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 14

３０歳代 59

４０歳代 54

５０歳代 103

６０歳代 125

７０歳以上 117 15.4

28.0

77.7

72.2

67.8

57.1

25.6

40.8

20.4

25.9

32.2

42.9

57.3

29.6

1.9

1.7

1.6

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）お子さんはいらっしゃいますか？ 

「いる」の割合が 92.6％、「いない」の割合が 7.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で「いない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

472 92.6 7.0 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

92.6 7.00.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

N =

男 225

女 246 93.1

92.0

6.5

7.6

0.4

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 14

３０歳代 59

４０歳代 54

５０歳代 103

６０歳代 125

７０歳以上 117 94.0

97.6

95.1

90.7

86.4

50.0

6.0

1.6

3.9

9.3

13.6

50.0

0.8

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（３）（２）で 「いる」と答えた方にお聞きします。お子さんは何人いらっしゃいますか？ 

「２人」の割合が 54.2％と最も高く、次いで「３人以上」の割合が 30.2％、「１人」の割合が

14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「２人」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「３

人以上」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「１人」の割合が高く、「２人」の割合が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

437 14.9 54.2 30.2 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.9 54.2 30.2 0.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人 ２人 ３人以上 無回答

N =

男 207

女 229 14.4

15.5

51.1

57.5

33.2

27.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 7

３０歳代 51

４０歳代 49

５０歳代 98

６０歳代 122

７０歳以上 110 10.9

8.2

10.2

14.3

37.3

100.0

57.3

59.8

54.1

59.2

37.3

30.9

31.1

35.7

26.5

23.5

0.9

0.8

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問６ あなたの家族（同居）構成についてお答えください。 

「二世代世帯（親と子）」の割合が 34.3％と最も高く、次いで「一世代世帯」の割合が 33.8％、

「三世代世帯（親・子・孫）」の割合が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「一世代世帯」の割合が高くなっています。一方、男性より女

性で「三世代世帯（親・子・孫）」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、６０歳代、７０歳以上で「一世代世帯」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 8.7 33.8 34.3 20.9

1.8

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.7 33.8 34.3 20.9 1.80.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

単身世帯 一世代世帯

二世代世帯（親と子） 三世代世帯（親・子・孫）

その他の世帯 無回答

N =

男 282

女 337 8.0

9.2

30.9

37.2

33.2

35.8

25.2

16.0

1.8

1.8

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 9.0

6.8

7.6

8.9

9.1

14.3

45.1

41.8

21.8

27.8

31.2

21.4

25.0

31.5

38.7

41.8

40.3

37.5

19.4

17.8

28.6

19.0

16.9

25.0

1.4

1.4

2.5

2.5

1.3

1.8

0.7

0.8

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【前回調査】 

前回調査と比較すると、男女ともに「一世代世帯」の割合が増加しています。また、男性で「三

世代世帯（親・子・孫）」、女性で「二世代世帯（親と子）」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男 282

女 337 4.7

14.0

20.9

18.9

46.5

39.6

24.7

22.6

3.3

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

14.04.7 18.920.9 39.646.5 22.624.7 4.93.3
0% 20% 40% 60% 80% 100%

一人暮らし 夫婦のみ

二世代（親と子） 三世代（親と子と孫）

その他 無回答
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（２）用語の認知度について 

問７ 男女共同参画に関する次の言葉や事がらについて、知っている、または聞いたこと

がありますか。それぞれ１つ選んでください。 

Ａ 男女共同参画社会 

「言葉も内容も知っている」の割合が 42.7％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合

が 38.3％、「知らない」の割合が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「言葉も内容も知っている」の割合が低くなっていま

す。一方、５０歳代で「聞いたことがある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 42.7 38.3 17.2 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.7 38.3 17.2 1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

N =

男 282

女 337 41.5

44.3

37.1

39.4

19.0

15.2

2.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 49.3

47.3

42.0

34.2

24.7

51.8

37.5

38.4

47.1

31.6

40.3

28.6

8.3

13.7

9.2

32.9

35.1

19.6

4.9

0.7

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【前回調査】 

前回調査と比較すると、男性で「言葉も内容も知っている」の割合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男 282

女 337 42.3

51.8

39.5

34.8

18.1

13.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

51.842.3 34.839.5 13.418.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ｂ ジェンダー 

「知らない」の割合が 59.3％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 20.8％、「言

葉も内容も知っている」の割合が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「聞いたことがある」の割合が高くなっています。一方、男性

より女性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で「言葉も内容も知っている」「聞いたことがある」の

割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 16.9 20.8 59.3 3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 17.2

16.7

16.9

25.5

61.7

56.0

4.2

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 14.6

15.1

14.3

15.2

18.2

33.9

16.0

21.2

22.7

16.5

19.5

35.7

59.0

63.0

61.3

67.1

62.3

30.4

10.4

0.7

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9 20.8 59.3 3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ｃ ワーク・ライフ・バランス 

「知らない」の割合が 43.6％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 30.0％、「言

葉も内容も知っている」の割合が 23.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。一方、

男性より女性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 23.5 30.0 43.6 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 21.1

26.6

27.9

32.6

47.2

39.0

3.9

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 19.4

20.5

22.7

27.8

26.0

33.9

27.8

37.7

32.8

26.6

24.7

21.4

44.4

41.1

41.2

44.3

49.4

44.6

8.3

0.7

3.4

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9 20.8 59.3 3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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【前回調査】 

前回調査と比較すると、男女ともに「言葉も内容も知っている」の割合が増加しています。女

性で「知らない」の割合が増加しています。また、男女ともに「聞いたことがある」の割合が減

少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男 282

女 337 13.5

17.7

49.8

43.9

36.7

38.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9 20.8 59.3 3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ｄ 男女雇用機会均等法 

「言葉も内容も知っている」の割合が 65.2％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合

が 27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「言葉も内容も知っている」の割合が高くなっています。一方、

男性より女性で「知らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 65.2 27.1 5.2 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
65.2 27.1 5.22.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

N =

男 282

女 337 59.6

72.0

29.4

24.5

7.4

2.1

3.6

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 58.3

63.7

63.0

72.2

70.1

75.0

25.7

30.1

31.9

24.1

23.4

21.4

8.3

5.5

3.4

2.5

5.2

3.6

7.6

0.7

1.7

1.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｅ ＤＶ  

「言葉も内容も知っている」の割合が 79.1％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合

が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、７０歳以上で「言葉も内容も知っている」の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

N =

621 79.1 13.0 5.5 2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 81.3

76.6

11.0

15.6

4.5

6.4

3.3

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 60.4

76.7

83.2

89.9

92.2

91.1

17.4

15.8

13.4

8.9

7.8

7.1

14.6

6.8

1.7

1.8

7.6

0.7

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 91.6

86.0

7.4

13.4

0.9

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

86.091.6 13.47.4 0.60.9
0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがある 聞いたことがない 無回答

16.9 20.8 59.3 3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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Ｆ ポジティブ・アクション 

「知らない」の割合が 58.8％と最も高く、次いで「聞いたことがある」の割合が 29.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代、４０歳代で「言葉も内容も知っている」の割合が低く

なっています。一方、６０歳代で「聞いたことがある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 9.0 29.5 58.8 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 9.2

8.9

28.5

30.5

58.5

59.2

3.9

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 10.4

10.3

11.8

3.8

3.9

10.7

33.3

39.7

21.8

25.3

22.1

25.0

48.6

47.9

64.7

69.6

74.0

64.3

7.6

2.1

1.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

16.9 20.8 59.3 3.1
0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉も内容も知っている 聞いたことがある 知らない 無回答
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（３）男女の平等感について 

問８ あなたは次にあげるＡ～Ｈの分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

あなたの考えに最も近いと思うものをそれぞれ 1つ選んでください。 

Ａ 家庭生活 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 57.3％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 7.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性より女性で“男性のほうが優遇されている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 10.0 47.3 27.5 6.1

1.8

4.5 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

N =

男 282

女 337 11.6

7.8

51.9

41.8

22.8

33.3

3.9

8.9

1.2

2.5

5.3

3.5

3.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 5.6

8.9

14.3

15.2

5.2

14.3

57.6

47.3

46.2

46.8

44.2

28.6

22.9

28.8

30.3

22.8

24.7

41.1

6.3

7.5

3.4

2.5

9.1

8.9

2.1

1.4

2.5

3.9

4.1

0.8

8.9

13.0

7.1

5.6

2.1

2.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 学校教育の場 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 13.9％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 2.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

N =

621

2.1

11.8 63.8

2.3 0.6

15.5 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337

1.5

2.5

13.9

9.2

60.8

67.4

1.8

2.8

0.3

1.1

17.8

12.8

3.9

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.636.3 21.334.0 3.12.3 28.127.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 男性が優遇されている 女性が優遇されている

どちらともいえない 無回答

N =

男 282

女 337

47.6

36.3

21.3

34.0

3.1

2.3

28.1

27.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代、５０歳代で「男女平等である」の割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 職場 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 62.3％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 5.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性より女性で“男性の方が優遇されている”の割合が高くなっています。一

方、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

N =

621 20.1 42.2 20.0 4.7

1.1

8.2 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 24.0

15.2

42.7

41.8

14.5

26.6

3.9

5.7

0.6

1.8

11.0

4.6

3.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144

3.5

2.1

0.8

2.5

1.3

1.8

11.8

11.6

13.4

11.4

10.4

10.7

54.9

61.6

70.6

64.6

66.2

73.2

2.1

1.4

2.5

1.3

3.9

3.6

0.7

1.3

3.6

20.1

17.1

10.9

15.2

16.9

7.1

7.6

5.5

1.7

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で“男性の方が優遇されている”の割合が低くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 18.1

17.8

22.7

24.1

20.8

19.6

42.4

49.3

40.3

39.2

44.2

28.6

14.6

21.9

21.8

19.0

18.2

28.6

1.4

2.1

8.4

5.1

9.1

5.4

0.8

1.3

3.9

3.6

16.0

6.2

4.2

5.1

2.6

14.3

7.6

2.7

1.7

6.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.636.3 21.334.0 3.12.3 28.127.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 男性が優遇されている 女性が優遇されている

どちらともいえない 無回答

N =

男 282

女 337 20.0

31.1

32.7

34.8

1.9

4.3

39.1

25.6

6.5

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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Ｄ 地域活動の場（自治会やＮＰＯなど） 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 49.9％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 7.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で“男性が優遇されている”の割合が低くなっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 11.9 38.0 23.7 6.4

0.6

15.8 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 13.6

9.9

36.8

39.4

19.3

29.1

6.5

6.0

0.3

1.1

19.3

11.7

4.2

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 15.3

14.4

12.6

8.9

7.8

5.4

40.3

40.4

40.3

40.5

31.2

26.8

20.1

23.3

24.4

21.5

23.4

35.7

6.3

4.8

7.6

7.6

9.1

3.6

1.7

1.3

1.3

10.4

14.4

11.8

15.2

26.0

28.6

7.6

2.7

1.7

5.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.0 47.3 27.5 6.11.84.52.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 政治の場 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 75.1％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 0.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性より女性で“男性の方が優遇されている”の割合が高くなっています。一

方、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

N =

621 35.3 39.8 10.5

0.6

10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

N =

男 282

女 337 40.9

28.4

39.5

40.1

5.0

17.0

1.4

10.7

9.6

3.9

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.636.3 21.334.0 3.12.3 28.127.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 男性が優遇されている 女性が優遇されている

どちらともいえない 無回答

N =

男 282

女 337 15.8

24.4

35.4

33.5

1.4

6.1

46.1

36.0

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、７０歳以上で“男性の方が優遇されている”の割合が低くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ 法律や制度の上 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 44.9％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 4.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性より女性で“男性の方が優遇されている”の割合が高くなっています。一

方、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

N =

621 14.0 30.9 33.0 3.7

1.1

12.7 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 18.7

8.5

32.6

28.7

24.0

44.0

2.7

5.0

0.9

1.4

16.3

8.5

4.7

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 32.6

29.5

39.5

41.8

32.5

42.9

36.8

45.2

38.7

35.4

46.8

32.1

12.5

13.0

8.4

11.4

5.2

8.9

0.7

0.7

0.8

1.3

11.1

8.2

10.1

5.1

14.3

14.3

6.3

3.4

2.5

5.1

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答



26 

【年齢別】 

年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調査】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 12.5

13.0

13.4

17.7

15.6

14.3

25.7

31.5

35.3

34.2

32.5

26.8

36.1

34.2

31.9

30.4

29.9

32.1

3.5

1.4

3.4

1.3

5.2

12.5

2.1

0.7

1.3

2.6

12.5

13.7

12.6

10.1

13.0

14.3

7.6

5.5

3.4

5.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.636.3 21.334.0 3.12.3 28.127.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 男性が優遇されている 女性が優遇されている

どちらともいえない 無回答

N =

男 282

女 337 28.8

57.9

20.0

12.2

3.7

3.1

37.7

21.3

9.3

5.5

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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Ｇ 社会通念・慣習・しきたり 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 78.8％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 2.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、５０歳代で“男性が優遇されている”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前回調】 

選択肢が違うため、参考にとどめます。 

 

 

 

 

N =

621 29.5 49.3 8.7

1.6 0.6

6.9 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 34.7

23.0

44.2

55.3

6.2

11.7

1.8

1.4

0.6

0.7

9.2

4.3

3.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 22.2

24.7

33.6

38.0

36.4

30.4

54.9

50.7

52.9

41.8

42.9

42.9

6.9

13.7

6.7

7.6

5.2

10.7

1.4

0.7

2.5

3.9

3.6

0.7

0.7

2.6

6.3

7.5

5.0

5.1

7.8

12.5

7.6

2.1

1.7

5.1

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

47.636.3 21.334.0 3.12.3 28.127.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

平等である 男性が優遇されている 女性が優遇されている

どちらともいえない 無回答

N =

男 282

女 337 8.4

16.5

61.9

61.0

1.9

3.1

26.5

19.5

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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Ｈ 社会全体として 

「男性の方が優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」をあわせた“男

性が優遇されている”の割合が 74.9％となっています。また、「どちらかといえば女性の方が優

遇されている」「女性の方が優遇されている」をあわせた“女性が優遇されている”の割合が 2.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「男女平等である」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、５０歳代、６０歳代で“男性が優遇されている”の割合が高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 14.8 60.1 11.8

1.6 1.0

7.6 3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 282

女 337 18.1

11.0

58.8

61.7

8.3

16.0

1.5

1.4

0.6

1.4

9.2

5.7

3.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144

14.3

16.9

20.3

18.5

13.0

9.7

48.2

57.1

54.4

63.9

66.4

59.7

19.6

13.0

8.9

9.2

8.9

14.6

1.8

1.3

1.7

1.4

2.8

2.6

1.3

0.8

0.7

0.7

16.1

9.1

10.1

3.4

7.5

5.6

5.1

2.5

2.1

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35.3 39.8 10.5 0.6 10.1 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性の方が優遇されている
どちらかといえば男性の方が優遇されている
男女平等である
どちらかといえば女性の方が優遇されている
女性の方が優遇されている
わからない
無回答
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（４）家庭における男女の役割分担意識について  

問９ 「男は仕事・女は家庭」という考え方についてどう思いますか。 

「賛成」「どちらかといえば賛成」をあわせた“賛成”の割合が 33.6％となっています。「どち

らかといえば反対」「反対」をあわせた“反対”の割合が 31.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で“賛成”の割合が高くなっています。一方、男性より女性で“反

対”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代を除き、年齢が高くなるにつれ“賛成”の割合が高くな

る傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621

2.7

30.9 33.3 19.8 11.4 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.7 30.9 33.3 19.8 11.4 1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答

N =

男 282

女 337

1.2

4.6

25.5

37.2

37.7

28.4

22.3

17.0

11.0

11.7

2.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 4.2

2.1

4.2

2.5

1.8

38.9

34.9

31.1

20.3

22.1

26.8

31.3

39.0

33.6

27.8

35.1

28.6

13.2

16.4

19.3

21.5

28.6

32.1

7.6

7.5

10.9

25.3

14.3

8.9

4.9

0.8

2.5

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【前回調査】 

前回調査と比較すると、男性で“賛成”の割合が増加しています。また、女性で“反対”の割

合が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

男 282

女 337

2.8

5.5

21.9

27.4

36.3

25.0

29.3

26.8

9.3

15.2

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2.7 30.9 33.3 19.8 11.4 1.8
0% 20% 40% 60% 80% 100%

賛成 どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

反対 わからない 無回答
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問 10 男性が家事をすることについてどう思いますか。1つ選んでください。 

「男女に関わらず時間のある人が家事をするのがよい」の割合が 51.9％と最も高く、次いで「共

働き世帯では男性も家事をするべき」の割合が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、男性より女性で「男女に関わらず時間のある人が家事をするのがよい」の割合

が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 8.1 34.8 51.9

2.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

8.1 34.8 51.9 2.62.7
0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性は外で働いているので家事は主に女性が行い、男性は手伝い
程度すればよい
共働き世帯では男性も家事をするべき

男女に関わらず時間のある人が家事をするのがよい

その他

無回答

N =

男 282

女 337 5.9

10.6

32.6

37.2

57.3

45.4

1.2

4.3

3.0

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 11.8

10.3

7.6

5.1

2.6

5.4

29.9

30.1

37.8

36.7

39.0

44.6

49.3

56.8

48.7

49.4

57.1

48.2

2.1

2.1

3.4

5.1

1.3

1.8

6.9

0.7

2.5

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 11 あなたが 1日に家事に費やす時間はどのくらいありますか。 

「１時間～３時間未満」の割合が 27.1％と最も高く、次いで「３０分未満」の割合が 20.9％、

「３０分～１時間未満」の割合が 18.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で“１時間未満”の割合が高くなっています。一方、男性より女

性で“１時間以上”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代で「３０分～１時間未満」の割合が高くなっています。

また、５０歳代で「１時間～３時間未満」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 4.8 20.9 18.8 27.1 15.9 8.2

0.8

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.8 20.9 18.8 27.1 15.9 8.2 0.83.4
0% 20% 40% 60% 80% 100%

関わらない ３０分未満 ３０分～１時間未満

１時間～３時間未満 ３時間～５時間未満 ５時間以上

その他 無回答

N =

男 282

女 337

1.8

8.5

2.7

42.9

12.8

26.2

37.7

14.5

28.2

1.4

13.4

2.1

0.6

1.1

3.0

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 6.3

3.4

4.2

1.3

7.8

7.1

16.7

19.2

25.2

19.0

22.1

28.6

20.1

17.1

13.4

19.0

15.6

35.7

23.6

28.8

36.1

24.1

24.7

19.6

13.9

18.5

10.1

25.3

22.1

5.4

13.9

8.2

5.9

7.6

7.8

0.7

2.5

1.8

5.6

4.1

2.5

3.8

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（５）仕事と生活のバランスについて 

問 12 （１）男性の育児休業利用についてはどう思いますか。 

「利用したい・してほしい（したかった・してほしかった）と思う」の割合が 55.4％と最も高

く、次いで「わからない」の割合が 20.6％、「利用したい・してほしい（したかった・してほし

かった）と思わない」の割合が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代、４０歳代で「利用したい・してほしい（したかった・

してほしかった）と思う」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 55.4 11.9 7.9 20.6 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

55.4 11.9 7.9 20.6 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい・してほしい（したかった・してほしかった）と思う
利用したい・してほしい（したかった・してほしかった）と思わない
必要がない
わからない
無回答

N =

男 282

女 337 56.1

55.0

13.4

10.3

5.9

10.3

19.9

21.3

4.7

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144 43.1

57.5

52.1

64.6

67.5

58.9

11.1

8.2

19.3

10.1

13.0

8.9

6.9

10.3

11.8

5.1

2.6

7.1

29.9

18.5

14.3

19.0

16.9

23.2

9.0

5.5

2.5

1.3

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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（２）２の「利用したいと思わない」と答えた方、それはなぜですか？    

「配偶者や家族が子育てに協力してくれるため必要ない」の割合が 18.9％と最も高く、次いで

「育児休業制度を利用すると同僚に迷惑がかかる」の割合が 10.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「育児休業制度を利用すると同僚に迷惑がかかる」「配偶者や

家族が子育てに協力してくれるため必要ない」の割合が高くなっています。一方、男性より女性

で「配偶者や家族が子育てに協力してくれるため必要ない」「配偶者が制度を利用するため必要

ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、４０歳代で「配偶者が制度を利用するため必要ない」の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

74 10.8 18.9 8.1 6.8

2.7 1.4

9.5 8.1 33.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10.8 18.9 8.1 6.8 2.71.4 9.5 8.1 33.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

育児休業制度を利用すると同僚に迷惑がかかる

配偶者や家族が子育てに協力してくれるため必要ない
制度を利用すると収入が減る

制度を利用しにくい雰囲気が職場内にある
復帰時の配置や復帰後に仕事へ対応できるかが不安

仕事から離れたくない
配偶者が制度を利用するため必要ない

勤務評価に影響することが心配
その他

無回答

N =

男 29

女 45 4.4

20.7

28.9

3.4

6.7

10.3

2.2

13.8 6.9

3.4

15.6 6.7

10.3

35.6

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 5

３０歳代 10

４０歳代 8

５０歳代 23

６０歳代 12

７０歳以上 16

16.7

21.7

20.0

25.0

25.0

17.4

12.5

20.0

18.8

4.3

10.0

20.0

18.8

8.3

10.0

4.3

12.5

4.3

8.3

37.5

20.0

20.0

8.3

17.4

10.0

37.5

33.3

30.4

37.5

30.0

40.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 13 女性の就労のあり方について、あなたのお考えにもっとも近いものを１つ選んで

ください。 

「子育ての時期だけ一時やめて、その後パートタイムで仕事を続けるほうがよい」の割合が

31.9％と最も高く、次いで「子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続ける

ほうがよい」の割合が 27.2％、「結婚しても子どもができても仕事を続ける方がよい」の割合が

23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を

続けるほうがよい」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「子育ての時期だけ一時

やめて、その後パートタイムで仕事を続けるほうがよい」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、７０歳以上で「結婚しても子どもができても仕事を続ける方がよ

い」の割合が低くなっています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

621 23.7 27.2 31.9

1.4 0.3 1.0 0.2 3.1

7.6 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

23.7 27.2 31.9 1.40.31.00.23.1 7.6 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚しても子どもができても仕事を続ける方がよい

子育ての時期だけ一時やめて、その後はフルタイムで仕事を続けるほうがよい

子育ての時期だけ一時やめて、その後パートタイムで仕事を続けるほうがよい

子どもができるまでは仕事を続け、その後は仕事に就かない方がよい

女性はできるだけ仕事に就かないほうがよい

結婚するまでは仕事を続け、その後は仕事に就かない方がよい

結婚しないで仕事を続けるほうがよい

わからない

その他

無回答

N =

男 282

女 337 24.0

23.4

23.7

31.6

35.3

27.7

0.6

2.1 0.7

0.9

1.1

0.3 3.6

2.5

8.3

6.7

3.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 56

３０歳代 77

４０歳代 79

５０歳代 119

６０歳代 146

７０歳以上 144

25.0

24.7

27.8

24.4

26.7

16.7

19.6

23.4

22.8

31.1

30.1

28.5

37.5

32.5

25.3

26.9

30.8

38.2

0.8

2.1

3.5

1.4

3.6

1.3

1.7

0.7 0.7

3.6

6.5

2.5

3.4

1.4

2.8

8.9

10.4

17.7

8.4

4.1

2.8

1.8

1.3

3.8

3.4

3.4

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 14 あなたの勤務する事業所には以下の制度がありますか。（該当する方のみ〇をつけ

てください。） 

Ａ 週休二日制 

「ある」の割合が 62.7％と最も高く、次いで「ない」の割合が 20.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 62.7 20.2

0.5

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答

N =

男 219

女 186 63.4

62.1

21.0

19.6

1.1

14.5

18.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49 28.6

58.4

67.3

69.6

75.0

69.2

8.2

14.3

22.4

26.1

21.9

28.2

0.9

1.6

63.3

27.3

9.3

4.3

1.6

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Ｂ 短時間勤務 

「ある」の割合が 41.2％と最も高く、次いで「ない」の割合が 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「ある」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「な

い」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 41.2 32.6 6.4 19.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 219

女 186 48.9

34.7

24.7

39.3

9.1

4.1

17.2

21.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49 18.4

40.3

46.7

42.0

54.7

33.3

14.3

26.0

34.6

40.6

34.4

46.2

1.3

7.5

7.2

9.4

15.4

67.3

32.5

11.2

10.1

1.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答
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Ｃ フレックスタイム 

「ない」の割合が 50.9％と最も高く、次いで「ある」の割合が 17.3％、「知らない」の割合が

10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「ない」の割合が高くなっています。一方、女性より男性で「知

らない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 17.3 50.9 10.4 21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 219

女 186 16.1

18.3

47.3

53.9

16.7

5.0

19.9

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49 6.1

9.1

21.5

17.4

28.1

17.9

18.4

46.8

55.1

62.3

56.3

59.0

6.1

9.1

9.3

8.7

12.5

20.5

69.4

35.1

14.0

11.6

3.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答
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Ｄ 在宅勤務 

「ない」の割合が 67.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、６０歳代、７０歳以上で「ない」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 5.4 67.2 5.9 21.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 219

女 186

3.2

7.3

67.7

66.7

8.6

3.7

20.4

22.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49

2.0

6.5

2.8

4.3

10.9

7.7

26.5

53.2

72.9

81.2

81.3

82.1

2.0

5.2

9.3

4.3

6.3

5.1

69.4

35.1

15.0

10.1

1.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答
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Ｅ 妊娠中の仕事の軽減 

「ある」の割合が 31.4％と最も高く、次いで「ない」の割合が 26.4％、「知らない」の割合が

20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、３０歳代で「ある」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 31.4 26.4 20.5 21.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答

N =

男 219

女 186 33.9

29.2

23.1

29.2

22.6

18.7

20.4

22.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49 8.2

27.3

29.9

34.8

46.9

41.0

14.3

22.1

34.6

34.8

23.4

17.9

8.2

14.3

20.6

20.3

28.1

35.9

69.4

36.4

15.0

10.1

1.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



41 

Ｆ セクシャル・ハラスメント相談 

「ない」の割合が 32.6％と最も高く、次いで「ある」の割合が 30.4％、「知らない」の割合が

16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、大きな差異はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、４０歳代で「ない」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N =

405 30.4 32.6 16.0 21.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

男 219

女 186 30.1

30.6

32.3

32.9

17.7

14.6

19.9

21.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N =

２０歳代 39

３０歳代 64

４０歳代 69

５０歳代 107

６０歳代 77

７０歳以上 49 8.2

18.2

37.4

31.9

43.8

38.5

18.4

28.6

29.9

52.2

28.1

38.5

6.1

18.2

17.8

7.2

26.6

17.9

67.3

35.1

15.0

8.7

1.6

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

62.7 20.2 0.5 16.5
0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 知らない 無回答
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問 15 女性が再就職しようとする場合、どんなことが問題になると思いますか。３つま

でお答えください 

「再雇用制度が確立されていない」の割合が 42.5％と最も高く、次いで「年齢制限」の割合が

40.3％、「労働条件の低下」の割合が 39.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【性別】 

性別でみると、女性より男性で「法律や制度の不備」「希望する職種がない」「再雇用制度が確

立されていない」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「家族が協力的でない」「年

齢制限」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

法
律
や
制
度
の
不
備 

希
望
す
る
職
種
が
な

い 再
雇
用
制
度
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い 

技
術
的
に
つ
い
て
い

け
な
い 

家
族
が
協
力
的
で
な

い 労
働
条
件
の
低
下 

低
賃
金 

年
齢
制
限 

そ
の
他 

無
回
答 

男 282  23.4  41.5  50.7  13.8  8.9  37.9  41.1  27.7  3.2  5.7  

女 337  15.7  36.5  35.9  16.9  18.4  41.8  37.4  51.0  3.9  5.0  

 

N = 621 ％

法律や制度の不備

希望する職種がない

再雇用制度が確立されてい
ない

技術的についていけない

家族が協力的でない

労働条件の低下

低賃金

年齢制限

その他

無回答

19.2

38.6

42.5

15.5

14.0

39.9

39.0

40.3

3.5

5.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、４０歳代で「家族が協力的でない」の割合が高くなっています。

一方、２０歳代で「年齢制限」の割合が低くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

法
律
や
制
度
の
不
備 

希
望
す
る
職
種
が
な

い 再
雇
用
制
度
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い 

技
術
的
に
つ
い
て
い

け
な
い 

家
族
が
協
力
的
で
な

い 労
働
条
件
の
低
下 

低
賃
金 

年
齢
制
限 

そ
の
他 

無
回
答 

２０歳代 56  21.4  32.1  44.6  8.9  14.3  48.2  44.6  17.9  8.9  1.8  

３０歳代 77  26.0  44.2  42.9  10.4  14.3  48.1  37.7  39.0  3.9  － 

４０歳代 79  15.2  34.2  43.0  24.1  25.3  38.0  39.2  48.1  6.3  2.5  

５０歳代 119  16.8  45.4  42.0  19.3  16.8  34.5  42.0  50.4  1.7  3.4  

６０歳代 146  19.2  39.7  45.9  12.3  8.9  44.5  36.3  41.8  1.4  5.5  

７０歳以上 144  18.8  34.0  38.2  16.0  10.4  33.3  37.5  35.4  3.5  13.9  

 

 

（６）高齢者等が安心して暮らせる環境について 

4. あなたはご自分の老後の生活についてどんなことが不安ですか。２つまでお答えくだ

さい。 

「健康」の割合が 58.6％と最も高く、次いで「お金のこと」の割合が 58.5％、「配偶者に先立

たれること」の割合が 22.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 621 ％

適当な仕事や趣味がない

老後の面倒を見てくれる人が
いない

住宅

健康

お金のこと

配偶者に先立たれること

その他

無回答

9.5

16.3

7.2

58.6

58.5

22.4

4.5

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【性別】 

性別でみると、女性より男性で「老後の面倒を見てくれる人がいない」の割合が高くなってい

ます。一方、男性より女性で「お金のこと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

適
当
な
仕
事
や
趣
味
が
な
い 

老
後
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る

人
が
い
な
い 

住
宅 

健
康 

お
金
の
こ
と 

配
偶
者
に
先
立
た
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

男 282  11.0  19.1  6.0  58.9  54.3  24.5  3.2  1.8  

女 337  8.3  13.6  8.3  58.8  62.0  20.8  5.6  2.7  

 

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、６０歳代、７０歳以上で「健康」の割合が高くなっています。ま

た、２０歳代、３０歳代、４０歳代で「お金のこと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

適
当
な
仕
事
や
趣
味
が
な
い 

老
後
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る

人
が
い
な
い 

住
宅 

健
康 

お
金
の
こ
と 

配
偶
者
に
先
立
た
れ
る
こ
と 

そ
の
他 

無
回
答 

２０歳代 56  5.4  19.6  10.7  39.3  73.2  8.9  5.4  3.6  

３０歳代 77  13.0  11.7  7.8  48.1  81.8  20.8  1.3  2.6  

４０歳代 79  11.4  17.7  10.1  39.2  75.9  13.9  3.8  1.3  

５０歳代 119  16.0  16.8  7.6  54.6  63.9  13.4  5.9  0.8  

６０歳代 146  6.2  15.8  8.2  74.7  47.9  22.6  5.5  1.4  

７０歳以上 144  6.3  16.7  2.8  69.4  36.8  40.3  4.2  4.2  
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（７）女性に対するあらゆる暴力の根絶について 

問 17 性犯罪や夫婦間暴力、セクシャル・ハラスメントなど、女性に対する暴力への対

策として、どのようなことが課題だと思いますか。 

「被害者が安心して相談できる窓口を、職場や学校、行政機関で充実すること」の割合が 65.4％

と最も高く、次いで「一時的に被害者が避難できる場所（シェルター）の整備すること」の割合

が 30.4％、「女性の人権を尊重することについて、職場や学校、行政機関で啓発活動をもっと行

うこと」の割合が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 621 ％

被害者が安心して相談できる窓口
を、職場や学校、行政機関で充実
すること

一時的に被害者が避難できる場
所（シェルター）の整備すること

被害者の相談にあたる担当者の
研修の実施や、相談員を増員す
ること

学校や家庭で、男女平等や性に
ついて教育を行うこと

女性の人権を尊重することについ
て、職場や学校、行政機関で啓発
活動をもっと行うこと

被害者を支援する市民団体と行
政機関との連携を強化すること

加害者に対するカウンセリングや
教育を実施すること

メディア（新聞、テレビなど）が自
主的に倫理規定を強化すること

過激な内容のビデオソフトやゲー
ムソフトなどの販売や貸出しを制
限すること

インターネットの閲覧を規制するこ
と

特に対策の必要はない

その他

無回答

65.4

30.4

23.3

25.8

26.4

24.8

24.8

8.5

19.0

12.7

0.3

3.9

2.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【性別】 

性別でみると、女性より男性で「被害者が安心して相談できる窓口を、職場や学校、行政機関

で充実すること」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「時的に被害者が避難でき

る場所（シェルター）の整備すること」「過激な内容のビデオソフトやゲームソフトなどの販売

や貸出しを制限すること」「インターネットの閲覧を規制すること」の割合が高くなっています。 

 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

被
害
者
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
窓
口
を
、
職
場
や

学
校
、
行
政
機
関
で
充
実

す
る
こ
と 

一
時
的
に
被
害
者
が
避
難

で
き
る
場
所
（
シ
ェ
ル
タ

ー
）
の
整
備
す
る
こ
と 

被
害
者
の
相
談
に
あ
た
る

担
当
者
の
研
修
の
実
施

や
、
相
談
員
を
増
員
す
る

こ
と 

学
校
や
家
庭
で
、
男
女
平

等
や
性
に
つ
い
て
教
育
を

行
う
こ
と 

女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
職
場
や

学
校
、
行
政
機
関
で
啓
発

活
動
を
も
っ
と
行
う
こ
と 

被
害
者
を
支
援
す
る
市
民

団
体
と
行
政
機
関
と
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と 

男 282  68.4  26.2  20.9  27.0  29.1  26.2  

女 337  62.6  34.1  25.5  24.3  24.3  23.7  

 

区分 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
教
育
を
実
施

す
る
こ
と 

メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
、
テ
レ

ビ
な
ど
）
が
自
主
的
に
倫

理
規
定
を
強
化
す
る
こ
と 

過
激
な
内
容
の
ビ
デ
オ
ソ

フ
ト
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な

ど
の
販
売
や
貸
出
し
を
制

限
す
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧

を
規
制
す
る
こ
と 

特
に
対
策
の
必
要
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男 23.0  9.9  13.8  8.9  0.7  6.0  2.5  

女 26.1  7.4  23.4  16.0  － 2.1  2.1  
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、５０歳代、７０歳以上で「女性の人権を尊重することについて、

職場や学校、行政機関で啓発活動をもっと行うこと」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

被
害
者
が
安
心
し
て
相
談

で
き
る
窓
口
を
、
職
場
や

学
校
、
行
政
機
関
で
充
実

す
る
こ
と 

一
時
的
に
被
害
者
が
避
難

で
き
る
場
所
（
シ
ェ
ル
タ

ー
）
の
整
備
す
る
こ
と 

被
害
者
の
相
談
に
あ
た
る

担
当
者
の
研
修
の
実
施

や
、
相
談
員
を
増
員
す
る

こ
と 

学
校
や
家
庭
で
、
男
女
平

等
や
性
に
つ
い
て
教
育
を

行
う
こ
と 

女
性
の
人
権
を
尊
重
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
職
場
や

学
校
、
行
政
機
関
で
啓
発

活
動
を
も
っ
と
行
う
こ
と 

被
害
者
を
支
援
す
る
市
民

団
体
と
行
政
機
関
と
の
連

携
を
強
化
す
る
こ
と 

２０歳代 56  62.5  35.7  28.6  30.4  17.9  25.0  

３０歳代 77  59.7  40.3  27.3  26.0  19.5  26.0  

４０歳代 79  60.8  41.8  25.3  26.6  20.3  27.8  

５０歳代 119  64.7  31.9  20.2  22.7  31.1  21.8  

６０歳代 146  67.8  24.0  22.6  27.4  25.3  22.6  

７０歳以上 144  70.1  22.2  21.5  24.3  34.0  27.1  

 

区分 

加
害
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
教
育
を
実
施

す
る
こ
と 

メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
、
テ
レ

ビ
な
ど
）
が
自
主
的
に
倫

理
規
定
を
強
化
す
る
こ
と 

過
激
な
内
容
の
ビ
デ
オ
ソ

フ
ト
や
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
な

ど
の
販
売
や
貸
出
し
を
制

限
す
る
こ
と 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧

を
規
制
す
る
こ
と 

特
に
対
策
の
必
要
は
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

２０歳代 19.6  8.9  8.9  5.4  － 3.6  3.6  

３０歳代 31.2  5.2  5.2  11.7  － 5.2  1.3  

４０歳代 32.9  6.3  12.7  10.1  1.3  6.3  － 

５０歳代 21.8  11.8  22.7  18.5  － 6.7  0.8  

６０歳代 26.7  8.2  22.6  15.1  － 2.1  2.7  

７０歳以上 19.4  9.0  27.1  10.4  0.7  1.4  4.2  
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（８）防災においての女性の関わりについて 

問 18 あなたは、防災・災害復興対策において、女性の視点がもっと必要なところはど

こだと思いますか。あなたのお考えに最も近いと思うものをそれぞれ３つ選んで番号

を記入してください。 

「必要な備蓄品の把握や被災者に支給する際の配慮」の割合が 60.5％と最も高く、次いで「被

災者に対する相談体制（女性・男性相談）」の割合が 50.1％、「災害時の救援医療体制づくり」の

割合が 39.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 621 ％

防災会議や対策本部の委員
となり、防災計画や復興計画
策定に関わること

消防団員、消防署員、警察官
や県・市町村の防災担当職
員に就くこと

災害時の救援医療体制づくり

避難所を開設するとき

避難所の運営リーダー

必要な備蓄品の把握や被災
者に支給する際の配慮

被災者に対する相談体制（女
性・男性相談）

仮説住宅設置や生活再建支
援における配慮

その他

無回答

30.8

13.7

39.3

29.6

7.7

60.5

50.1

37.4

1.8

3.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【性別】 

性別でみると、女性より男性で「防災会議や対策本部の委員となり、防災計画や復興計画策定

に関わること」「消防団員、消防署員、警察官や県・市町村の防災担当職員に就くこと」「避難所

を開設するとき」「避難所の運営リーダー」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で

「必要な備蓄品の把握や被災者に支給する際の配慮」「仮説住宅設置や生活再建支援における配

慮」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

防
災
会
議
や
対
策
本
部
の
委
員
と

な
り
、
防
災
計
画
や
復
興
計
画
策

定
に
関
わ
る
こ
と 

消
防
団
員
、
消
防
署
員
、
警
察
官

や
県
・
市
町
村
の
防
災
担
当
職
員

に
就
く
こ
と 

災
害
時
の
救
援
医
療
体
制
づ
く
り 

避
難
所
を
開
設
す
る
と
き 

避
難
所
の
運
営
リ
ー
ダ
ー 

必
要
な
備
蓄
品
の
把
握
や
被
災
者

に
支
給
す
る
際
の
配
慮 

被
災
者
に
対
す
る
相
談
体
制
（
女

性
・
男
性
相
談
） 

仮
説
住
宅
設
置
や
生
活
再
建
支
援

に
お
け
る
配
慮 

そ
の
他 

無
回
答 

男 282  42.2  19.1  38.3  32.6  13.1  50.7  48.6  26.2  1.1  3.5  

女 337  21.1  9.2  40.1  27.3  3.3  69.1  51.6  46.9  2.4  3.6  

 

【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、５０歳代で「消防団員、消防署員、警察官や県・市町村の防災担

当職員に就くこと」の割合が高くなっています。また、４０歳代で「被災者に対する相談体制（女

性・男性相談）」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

防
災
会
議
や
対
策
本
部
の
委
員
と

な
り
、
防
災
計
画
や
復
興
計
画
策

定
に
関
わ
る
こ
と 

消
防
団
員
、
消
防
署
員
、
警
察
官

や
県
・
市
町
村
の
防
災
担
当
職
員

に
就
く
こ
と 

災
害
時
の
救
援
医
療
体
制
づ
く
り 

避
難
所
を
開
設
す
る
と
き 

避
難
所
の
運
営
リ
ー
ダ
ー 

必
要
な
備
蓄
品
の
把
握
や
被
災
者

に
支
給
す
る
際
の
配
慮 

被
災
者
に
対
す
る
相
談
体
制
（
女

性
・
男
性
相
談
） 

仮
説
住
宅
設
置
や
生
活
再
建
支
援

に
お
け
る
配
慮 

そ
の
他 

無
回
答 

２０歳代 56  23.2  12.5  53.6  25.0  5.4  64.3  41.1  39.3  1.8  1.8  

３０歳代 77  32.5  15.6  28.6  27.3  6.5  70.1  48.1  36.4  1.3  3.9  

４０歳代 79  30.4  10.1  31.6  34.2  3.8  57.0  60.8  40.5  5.1  1.3  

５０歳代 119  37.0  22.7  32.8  32.8  11.8  58.8  47.1  38.7  0.8  1.7  

６０歳代 146  27.4  11.0  43.2  31.5  8.9  62.3  49.3  39.0  1.4  4.1  

７０歳以上 144  31.3  10.4  45.1  25.7  6.9  55.6  52.1  32.6  1.4  6.9  
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（９）社会においての参画について 

問 19 今後、女性と男性がともに職場、家庭、地域活動等へ参加していくためにはどの

ようなことが重要だと思いますか。３つまでお答えください 

「労働時間の短縮や男女ともに取得しやすい各種休暇・休業制度を普及させること」の割合が

53.6％と最も高く、次いで「育児・介護に係る施設やサービスを充実させる」の割合が 40.9％、

「家族や職場、地域が協力する」の割合が 35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

N = 621 ％

労働時間の短縮や男女とも
に取得しやすい各種休暇・休
業制度を普及させること

家族や職場、地域が協力す
る

男性が相談しやすい窓口を
つくる

男性が仲間作りを進めること

男性の家事や子育て、介護
等の技能を高める

育児・介護に係る施設やサー
ビスを充実させる

職場における男女の対等な
取扱いの徹底

コミュニケーションをよく図る
こと

方針・政策決定の場に女性を
積極的に登用する

子どもの頃から教育する

社会通念、慣習、しきたりを
改めること

役割分担意識解消の啓発活
動

その他

無回答

53.6

35.4

3.5

3.5

22.7

40.9

17.4

26.4

15.9

22.4

28.2

5.2

2.3

2.4

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
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【性別】 

性別でみると、女性より男性で「家族や職場、地域が協力する」「方針・政策決定の場に女性

を積極的に登用する」の割合が高くなっています。一方、男性より女性で「男性の家事や子育て、

介護等の技能を高める」「育児・介護に係る施設やサービスを充実させる」「コミュニケーション

をよく図ること」「子どもの頃から教育する」の割合が高くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

労
働
時
間
の
短
縮
や
男
女

と
も
に
取
得
し
や
す
い
各

種
休
暇
・
休
業
制
度
を
普

及
さ
せ
る
こ
と 

家
族
や
職
場
、
地
域
が
協

力
す
る 

男
性
が
相
談
し
や
す
い
窓

口
を
つ
く
る 

男
性
が
仲
間
作
り
を
進
め

る
こ
と 

男
性
の
家
事
や
子
育
て
、

介
護
等
の
技
能
を
高
め
る 

育
児
・
介
護
に
係
る
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る 職
場
に
お
け
る
男
女
の
対

等
な
取
扱
い
の
徹
底 

男 282  52.1  39.7  4.3  3.5  18.8  37.6  17.7  

女 337  55.2  32.0  3.0  3.6  26.1  43.9  17.2  

 

区分 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
く
図
る
こ
と 

方
針
・
政
策
決
定
の
場
に

女
性
を
積
極
的
に
登
用
す

る 子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
す

る 社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き

た
り
を
改
め
る
こ
と 

役
割
分
担
意
識
解
消
の
啓

発
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

 

男 23.4  20.9  19.1  30.5  3.5  3.2  2.1   

女 29.1  11.9  25.2  26.4  6.5  1.5  2.1   
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【年齢別】 

年齢別でみると、他に比べ、２０歳代、３０歳代で「労働時間の短縮や男女ともに取得しやす

い各種休暇・休業制度を普及させること」の割合が高くなっています。一方、２０歳代で「社会

通念、慣習、しきたりを改めること」の割合が低くなっています。 

単位：％ 

区分 

有
効
回
答
数
（
件
） 

労
働
時
間
の
短
縮
や
男
女

と
も
に
取
得
し
や
す
い
各

種
休
暇
・
休
業
制
度
を
普

及
さ
せ
る
こ
と 

家
族
や
職
場
、
地
域
が
協

力
す
る 

男
性
が
相
談
し
や
す
い
窓

口
を
つ
く
る 

男
性
が
仲
間
作
り
を
進
め

る
こ
と 

男
性
の
家
事
や
子
育
て
、

介
護
等
の
技
能
を
高
め
る 

育
児
・
介
護
に
係
る
施
設

や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ

る 職
場
に
お
け
る
男
女
の
対

等
な
取
扱
い
の
徹
底 

２０歳代 56  71.4  39.3  3.6  3.6  14.3  35.7  26.8  

３０歳代 77  67.5  26.0  6.5  3.9  22.1  32.5  18.2  

４０歳代 79  58.2  36.7  1.3  3.8  15.2  39.2  13.9  

５０歳代 119  52.9  31.9  1.7  1.7  20.2  49.6  20.2  

６０歳代 146  48.6  37.7  2.7  5.5  26.7  45.2  13.7  

７０歳以上 144  42.4  38.9  5.6  2.8  28.5  36.8  16.7  

 

区分 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

よ
く
図
る
こ
と 

方
針
・
政
策
決
定
の
場
に

女
性
を
積
極
的
に
登
用
す

る 子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
す

る 社
会
通
念
、
慣
習
、
し
き

た
り
を
改
め
る
こ
と 

役
割
分
担
意
識
解
消
の
啓

発
活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

 

２０歳代 32.1  10.7  14.3  16.1  － 1.8  1.8   

３０歳代 32.5  11.7  20.8  29.9  3.9  2.6  1.3   

４０歳代 26.6  12.7  24.1  38.0  10.1  3.8  －  

５０歳代 23.5  19.3  26.9  31.1  5.0  1.7  －  

６０歳代 27.4  19.2  22.6  26.0  4.8  0.7  2.7   

７０歳以上 22.2  16.0  21.5  26.4  5.6  3.5  6.3   

 

 


